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安
倍
内
閣
は
６
月
２４
日
、
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
４
〜
デ
フ
レ
か
ら
好
循
環

拡
大
へ
〜
」
（
骨
太
の
方
針
）
と

「
『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
２
０

１
４
―
未
来
へ
の
挑
戦
―
」
（
新

た
な
成
長
戦
略
）
を
閣
議
決
定
し

た
。地

方
交
付
税
原
資
分
を
含
め
、

約
６
割
が
地
方
財
源
で
あ
る
法
人

課
税
に
つ
い
て
は
、
骨
太
の
方
針

及
び
新
た
な
成
長
戦
略
の
そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て
「
数
年
で
法
人
実
効

税
率
を
２０
％
台
ま
で
引
き
下
げ
る

こ
と
を
目
指
す
。
こ
の
引
き
下
げ

は
、
来
年
度
か
ら
開
始
す
る
。
財

源
に
つ
い
て
は
、
（
略
）
課
税
ベ

ー
ス
の
拡
大
等
に
よ
る
恒
久
財
源

の
確
保
を
す
る
こ
と
と
し
、
年
末

に
向
け
て
議
論
を
進
め
、
具
体
案

を
得
る
」
と
同
じ
記
述
を
用
い
て

い
る
。

安
倍
総
理
は
、
閣
議
決
定
後
の

記
者
会
見
で
「
成
長
戦
略
の
最
大

の
柱
は
何
と
い
っ
て
も
、
地
方
の

活
性
化
。
成
長
の
主
役
は
地
方
」

と
し
「
地
方
の
創
生
の
た
め
の
本

部
を
創
設
し
、
私
が
先
頭
に
立
っ

て
地
方
の
活
性
化
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
述
べ

た
。地

方
創
生
の
た
め
の
本
部
の
創

設
に
つ
い
て
は
、
骨
太
の
方
針
と

新
た
な
成
長
戦
略
の
そ
れ
ぞ
れ
に

「
地
域
の
活
力
を
維
持
し
、
東
京

へ
の
一
極
集
中
傾
向
に
歯
止
め
を

か
け
る
と
と
も
に
、
少
子
化
と
人

口
減
少
を
克
服
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
総
合
的
な
政
策
の
推
進
が
重

要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
司
令
塔

と
な
る
本
部
を
設
置
し
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
を
整

備
す
る
」
と
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。ほ

か
に
骨
太
の
方
針
で
は
、
地

方
分
権
改
革
の
推
進
、
地
方
行
財

政
制
度
な
ど
に
つ
い
て
記
述
し
て

い
る
。

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
は
「
個
性
を
活
か
し
自
立
し
た

地
方
を
つ
く
る
」
た
め
、
提
案
募

集
方
式
や
手
挙
げ
方
式
の
導
入
に

よ
り
、
権
限
移
譲
や
規
制
緩
和
等

を
力
強
く
推
進
す
る
と
し
て
い

る
。地

方
行
財
政
制
度
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
危
機
対

応
モ
ー
ド
か
ら
平
時
モ
ー
ド
へ
の

切
り
替
え
を
進
め
る
。
地
域
が
自

ら
の
将
来
を
見
据
え
、
地
域
の
活

性
化
、
行
財
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率

化
、
財
源
確
保
等
に
向
け
、
積
極

的
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
人
口

減
少
等
の
経
済
社
会
構
造
の
変
化

に
円
滑
に
地
方
公
共
団
体
が
対
応

で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
や
地
方

財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
加
速
す
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
地
方
財
政
改
革
の
推
進
と
し

て
、
必
要
な
地
方
の
一
般
財
源
総

額
を
確
保
し
つ
つ
、
地
方
の
税
収

動
向
等
も
踏
ま
え
、
で
き
る
限
り

早
期
に
財
源
不
足
の
解
消
を
目
指

し
、
地
方
財
政
の
健
全
化
を
図

る
。
歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
域
再

生
の
進
展
を
確
か
な
も
の
と
し
な

が
ら
、
地
方
税
の
増
収
を
図
る
。

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、
税
収

が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。

地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議

（
座
長
�
神
野
直
彦
・
東
京
大
学

名
誉
教
授
）
は
６
月
２４
日
、
「
個

性
を
活
か
し
自
立
し
た
地
方
を
つ

く
る
〜
地
方
分
権
改
革
の
総
括
と

展
望
〜
」
と
題
し
た
報
告
書
を
新

藤
義
孝
・
地
方
分
権
改
革
担
当
大

臣
に
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書

は
、
２５
年
４
月
以
降
、
１４
回
の
会

議
を
経
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

報
告
書
で
は
「
総
括
」
と
し
て
、

衆
参
両
院
の
「
地
方
分
権
の
推
進

に
関
す
る
決
議
」
か
ら
２０
年
を
超

え
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

の
勧
告
事
項
に
つ
い
て
一
通
り
検

討
を
行
っ
た
と
し
、
国
と
地
方
の

関
係
を
上
下
・
主
従
か
ら
対
等
・

協
力
の
関
係
に
変
え
、
機
関
委
任

事
務
制
度
の
廃
止
や
事
務
・
権
限

の
移
譲
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
な
ど
多
く
の
改
革
を
実
現

し
、
地
方
分
権
の
基
盤
を
お
お
む

ね
構
築
し
た
と
評
価
。
一
方
、
住

民
自
治
の
拡
充
、
財
政
的
な
自
主

自
立
性
な
ど
は
踏
み
込
み
不
足
感

が
否
め
な
い
、
住
民
へ
の
分
か
り

や
す
い
情
報
発
信
の
取
り
組
み
に

欠
け
て
い
た
と
し
て
い
る
。

「
展
望
」
で
は
「
個
性
を
活
か

し
自
立
し
た
地
方
を
つ
く
る
」
と

い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
改
革
の
最
大

の
目
的
と
し
、
住
民
が
享
受
で
き

る
豊
か
さ
を
実
現
す
る
ビ
ジ
ョ
ン

を
達
成
目
標
と
し
て
進
め
る
べ
き

と
し
て
い
る
。
改
革
の
進
め
方
に

お
い
て
、
重
要
な
手
法
が
「
提
案

募
集
方
式
」
と
「
手
挙
げ
方
式
」

で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
有
効
に
機
能

す
る
た
め
、
国
に
お
い
て
、
地
方

の
提
案
や
発
意
を
恒
常
的
に
受
け

止
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実

現
を
図
る
推
進
体
制
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

改
革
の
目
指
す
べ
き
方
向
と
し

て
は
▽
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の

見
直
し（
権
限
移
譲
等
）
▽
地
方
に

対
す
る
規
制
緩
和
の
推
進
▽
地
方

税
財
政
の
充
実
強
化
▽
重
要
な
政

策
分
野
（
土
地
利
用
等
）
に
関
す

る
改
革
▽
改
革
の
成
果
を
実
感
で

き
る
情
報
発
信
の
展
開
―
の
５
つ

の
大
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
今
後
地
方
に
期
待
す

る
こ
と
を
「
自
己
決
定
権
の
拡
大

に
伴
う
自
己
責
任
の
拡
大
を
十
分

に
認
識
し
、
自
立
し
た
地
域
社
会

の
確
立
に
向
け
、
努
力
を
重
ね
て

い
く
べ
き
」
と
し
、
目
に
見
え
る

形
で
の
改
革
成
果
の
住
民
へ
の
還

元
、
住
民
自
治
の
拡
充
、
地
方
六

団
体
の
情
報
交
換
・
相
談
助
言
・

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
強
化
な
ど
改

革
提
案
機
能
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1909号７月５日平成26年
（2014年）

骨骨
太太
方方
針針
・・
成成
長長
戦戦
略略
をを
閣閣
議議
決決
定定

安
倍
総
理「
成
長
の
主
役
は
地
方
」

分
権
有
識
者
会
議
が

改改
革革
のの
総総
括括
とと
展展
望望
をを
取取
りり
まま
とと
めめ

（１） 平成２６年７月５日 第１９０９号



��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

▼
議
長

▽
宇
陀

多
田
與
四
朗
（
５
・
１２
）

▽
八
幡
平

工
藤
直
道
（
５
・
１３
）

▽
日
高

石
井
幸
良
（
５
・
１３
）

▽
春
日
井

後
藤
正
夫
（
５
・
１３
）

▽
蒲
郡

鎌
田
篤
司
（
５
・
１３
）

▽
江
南

木
本
恵
造
（
５
・
１３
）

▽
鈴
鹿

原
田
勝
二
（
５
・
１３
）

▽
寝
屋
川

南
部

創
（
５
・
１３
）

▽
明
石

冨
田
賢
治
（
５
・
１３
）

▽
相
生

楠
田
道
雄
（
５
・
１３
）

▽
大
和
高
田

西
川
繁
和（
５
・
１３
）

▽
臼
杵

大
塚
州
章
（
５
・
１３
）

▽
気
仙
沼

守
屋
守
武
（
５
・
１４
）

▽
大
崎

佐
藤
清
隆
（
５
・
１４
）

▽
富
津

鈴
木
幹
雄
（
５
・
１４
）

▽
磐
田

小
野
泰
弘
（
５
・
１４
）

▽
藤
枝

薮
�
幸
裕
（
５
・
１４
）

▽
袋
井

秋
田

稔
（
５
・
１４
）

▽
瀬
戸

小
島
俊
介
（
５
・
１４
）

▽
豊
田

都
築
繁
雄
（
５
・
１４
）

▽
北
名
古
屋

平
野
弘
康（
５
・
１４
）

▽
熊
野

山
本
洋
信
（
５
・
１４
）

▽
羽
島

加
藤
英
輔
（
５
・
１４
）

▽
池
田

細
井

馨
（
５
・
１４
）

▽
泉
大
津

田
中
一
吉
（
５
・
１４
）

▽
富
田
林

山
本
剛
史
（
５
・
１４
）

▽
河
内
長
野

大
原
一
郎（
５
・
１４
）

▽
た
つ
の

松
下
信
一
郎（
５
・
１４
）

▽
福
山

小
川
眞
和
（
５
・
１４
）

▽
高
松

中
村
順
一
（
５
・
１４
）

▽
小
郡

井
上
勝
彦
（
５
・
１４
）

▽
宇
城

岡
本
泰
章
（
５
・
１４
）

▽
士
別

丹

正
臣
（
５
・
１５
）

▽
綾
瀬

山
田
晴
義
（
５
・
１５
）

▽
甲
斐

有
泉
庸
一
郎
（
５
・
１５
）

▽
栃
木

関
口
孫
一
郎
（
５
・
１５
）

▽
下
野

松
本
賢
一
（
５
・
１５
）

▽
高
崎

柴
田
正
夫
（
５
・
１５
）

▽
太
田

川
鍋

栄
（
５
・
１５
）

▽
藤
岡

冬
木
一
俊
（
５
・
１５
）

▽
久
喜

井
上
忠
昭
（
５
・
１５
）

▽
豊
橋

藤
原
孝
夫
（
５
・
１５
）

▽
碧
南

沓
名

宏
（
５
・
１５
）

▽
四
日
市

中
森
愼
二
（
５
・
１５
）

▽
門
真

田
伏
幹
夫
（
５
・
１５
）

▽
藤
井
寺

岡
本

光
（
５
・
１５
）

▽
三
木

武
田
篤
美
（
５
・
１５
）

▽
秩
父

小
櫃
市
郎
（
５
・
１６
）

▽
半
田

伊
東

英
（
５
・
１６
）

▽
尾
張
旭

伊
藤
憲
男
（
５
・
１６
）

▽
高
浜

磯
貝
正
隆
（
５
・
１６
）

▽
岩
倉

松
浦
正
�
（
５
・
１６
）

▽
豊
明

堀
田
勝
司
（
５
・
１６
）

▽
日
進

武
田

司
（
５
・
１６
）

▽
中
津
川

深
谷

勲
（
５
・
１６
）

▽
岸
和
田

西
村
芳
�
（
５
・
１６
）

▽
枚
方

鷲
見
信
文
（
５
・
１６
）

▽
笠
岡

金
藤
照
明
（
５
・
１６
）

▽
府
中

小
野
申
人
（
５
・
１６
）

▽
浜
松

大
見

芳
（
５
・
１９
）

▽
大
津

園
田

寛
（
５
・
１９
）

▽
山
口

俵
田
祐
児
（
５
・
１９
）

▽
美
馬

藤
原
英
雄
（
５
・
１９
）

▽
坂
出

植
條
敬
介
（
５
・
１９
）

▽
三
条

森
山

昭
（
５
・
２０
）

▽
伊
勢
崎

佐
藤
幸
夫
（
５
・
２０
）

▽
貝
�

南
野
敬
介
（
５
・
２０
）

▽
京
都

中
村
三
之
助
（
５
・
２０
）

▽
目
黒

い
そ
の
弘
三
（
５
・
２１
）

▽
一
宮

浅
井
俊
彦
（
５
・
２１
）

▽
高
槻

角

芳
春
（
５
・
２１
）

▽
八
尾

平
田
正
司
（
５
・
２１
）

▽
南
島
原

中
村
一
三
（
５
・
２１
）

▽
上
越

佐
藤

敏
（
５
・
２２
）

▽
佐
倉

中
村
孝
治
（
５
・
２２
）

▽
守
口

和
仁
春
夫
（
５
・
２２
）

▽
墨
田

田
中
�
友
（
５
・
２３
）

▽
江
東

榎
本
雄
一
（
５
・
２３
）

▽
豊
島

本
橋
弘
�
（
５
・
２３
）

▽
堺

大
毛
十
一
郎
（
５
・
２３
）

▽
高
石

清
水
明
治
（
５
・
２３
）

▽
大
田
（
東
京
）

安
藤

充
（
５
・
２６
）

▽
鴻
巣

坂
本

晃
（
５
・
２６
）

▽
泉
佐
野

岡
田
昌
司
（
５
・
２６
）

▽
豊
中

平
田
明
善
（
５
・
２７
）

▽
荒
川

北
城
貞
治
（
５
・
２９
）

▽
足
立

せ
ぬ
ま
剛
（
５
・
３０
）

▽
大
阪

床
田
正
勝
（
５
・
３０
）

▽
京
丹
後

三
崎
政
直
（
５
・
３０
）

▽
栗
東

�
野
正
勝
（
５
・
３０
）

▽
西
予

松
山

清
（
５
・
３０
）

▽
深
谷

須
藤
邦
男
（
６
・
２
）

▽
越
谷

守
屋

亨
（
６
・
２
）

▽
ふ
じ
み
野

大
築

守（
６
・
２
）

▽
備
前

田
口
健
作
（
６
・
２
）

▽
吉
野
川

�
原
五
男
（
６
・
２
）

▽
松
山

清
水
宣
郎
（
６
・
２
）

▽
姫
路

八
木
隆
次
郎
（
６
・
３
）

▽
福
井

今
村
辰
和
（
６
・
５
）

▽
銚
子

加
�
竹
二
（
６
・
５
）

▽
吹
田

奥
谷
正
実
（
６
・
５
）

▽
佐
野

山
口

孝
（
６
・
６
）

▽
熊
谷

森

新
一
（
６
・
６
）

▽
所
沢

久
保
田
茂
男
（
６
・
６
）

▽
敦
賀

有
馬
茂
人
（
６
・
９
）

▽
島
田

河
原
崎
聖
（
６
・
９
）

▽
尾
鷲

村
田
幸
�
（
６
・
９
）

▼
副
議
長

▽
宮
古

加
藤
俊
郎
（
５
・
８
）

▽
宇
陀

井
谷
憲
司
（
５
・
１２
）

▽
八
幡
平

伊
藤
一
彦
（
５
・
１３
）

▽
日
高

池
田
和
子
（
５
・
１３
）

▽
豊
川

美
馬
ゆ
き
え
（
５
・
１３
）

▽
春
日
井

水
谷
忠
成
（
５
・
１３
）

▽
蒲
郡

新
実
祥
悟
（
５
・
１３
）

▽
江
南

稲
山
明
敏
（
５
・
１３
）

▽
鈴
鹿

伊
藤
健
司
（
５
・
１３
）

▽
寝
屋
川

板
東
敬
治
（
５
・
１３
）

▽
明
石

深
山
昌
明
（
５
・
１３
）

▽
相
生

中
山
英
治
（
５
・
１３
）

▽
臼
杵

足
立
善
己
（
５
・
１３
）

▽
鹿
屋

宮
島
眞
一
（
５
・
１３
）

▽
気
仙
沼

村
上

進
（
５
・
１４
）

▽
大
崎

佐
藤
和
好
（
５
・
１４
）

▽
砺
波

今
藤
久
之
（
５
・
１４
）

▽
富
津

石
井
志
郎
（
５
・
１４
）

▽
磐
田

増
田
暢
之
（
５
・
１４
）

▽
藤
枝

岡
村
好
男
（
５
・
１４
）

▽
袋
井

兼
子
春
治
（
５
・
１４
）

▽
瀬
戸

戸
田
由
久
（
５
・
１４
）

▽
豊
田

加
藤
昭
孝
（
５
・
１４
）

▽
北
名
古
屋

猶
木
義
郎（
５
・
１４
）

▽
み
よ
し

伊
東
修
子
（
５
・
１４
）

▽
熊
野

下
田
克
彦
（
５
・
１４
）

▽
羽
島

安
井
善
保
（
５
・
１４
）

▽
池
田

多
田
隆
一
（
５
・
１４
）

▽
泉
大
津

村
岡

均
（
５
・
１４
）

▽
富
田
林

川
谷
洋
史
（
５
・
１４
）

▽
河
内
長
野

山
口
健
一（
５
・
１４
）

▽
た
つ
の

桑
野
元
澄
（
５
・
１４
）

▽
福
山

稲
葉
誠
一
郎
（
５
・
１４
）

▽
高
松

小
比
賀
勝
博
（
５
・
１４
）

▽
小
郡

田
中
雅
光
（
５
・
１４
）

▽
宇
城

大
嶋
秀
敏
（
５
・
１４
）

▽
士
別

谷
口
隆
�
（
５
・
１５
）

▽
魚
津

中
瀬
淑
美
（
５
・
１５
）

▽
伊
那

柴
満
喜
夫
（
５
・
１５
）

▽
綾
瀬

井
上
賢
二
（
５
・
１５
）

▽
甲
斐

保
坂
芳
子
（
５
・
１５
）

▽
栃
木

海
老
原
恵
子
（
５
・
１５
）

▽
真
岡

野
沢

達
（
５
・
１５
）

▽
下
野

小
谷
野
晴
夫
（
５
・
１５
）

▽
高
崎

松
本
賢
一
（
５
・
１５
）

▽
太
田

本
田
一
代
（
５
・
１５
）

▽
藤
岡

松
村
晋
之
（
５
・
１５
）

▽
久
喜

富
澤
孝
至
（
５
・
１５
）

▽
豊
橋

坂
柳
泰
光
（
５
・
１５
）

▽
碧
南

石
川
輝
彦
（
５
・
１５
）

▽
四
日
市

樋
口
博
己
（
５
・
１５
）

▽
鳥
羽

木
下
爲
一
（
５
・
１５
）

▽
門
真

春
田
清
子
（
５
・
１５
）

▽
藤
井
寺

西
条
孝
子
（
５
・
１５
）

▽
三
木

内
藤
博
史
（
５
・
１５
）

▽
村
上

平
山

耕
（
５
・
１６
）

▽
秩
父

笠
原
宏
平
（
５
・
１６
）

▽
半
田

山
本
半
治
（
５
・
１６
）

▽
尾
張
旭

篠
田
一
彦
（
５
・
１６
）

▽
高
浜

杉
浦
敏
和
（
５
・
１６
）

▽
岩
倉

木
村
冬
樹
（
５
・
１６
）

▽
豊
明

一
色
美
智
子
（
５
・
１６
）

▽
日
進

正
木
和
彦
（
５
・
１６
）

▽
中
津
川

鈴
木
清
貴
（
５
・
１６
）

▽
岸
和
田

米
田
貴
志
（
５
・
１６
）

▽
枚
方

�
橋
伸
介
（
５
・
１６
）

▽
四
條
畷

山
下
幸
恵
（
５
・
１６
）

▽
笠
岡

藏
本
隆
文
（
５
・
１６
）

▽
府
中

丸
山
茂
美
（
５
・
１６
）

▽
新
居
浜

大
條
雅
久
（
５
・
１６
）

▽
浜
松

今
田
欽
也
（
５
・
１９
）

▽
大
津

鷲
見
達
夫
（
５
・
１９
）

▽
山
口

原

真
也
（
５
・
１９
）

▽
美
馬

西
村
昌
義
（
５
・
１９
）

▽
坂
出

松
田

実
（
５
・
１９
）

▽
三
条

杉
井

旬
（
５
・
２０
）

▽
伊
勢
崎

鈴
木
良
尚
（
５
・
２０
）

▽
勝
浦

岩
瀬
洋
男
（
５
・
２０
）

▽
貝
�

籔
内
留
治
（
５
・
２０
）

▽
京
都

井
上
教
子
（
５
・
２０
）

▽
鹿
児
島

三
反
園
輝
男（
５
・
２０
）

▽
一
宮

八
木
丈
之
（
５
・
２１
）

▽
高
槻

橋
本
紀
子
（
５
・
２１
）

▽
八
尾

岡
田
広
一
（
５
・
２１
）

▽
南
島
原

草
�
寛
衛
（
５
・
２１
）

【
３
面
へ
続
く
】

議議
会会
人人
事事

第１９０９号 平成２６年７月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

行政事件訴訟の意義及び機能
行政事件訴訟の類型�
行政事件訴訟の類型�
受講者から提出の質疑応答等

訴状の提出、答弁書の提出
口頭弁論とその準備、執行停止等の仮の救済制度
行政事件訴訟の審理上の諸問題、判決による訴訟の終了ほか
受講者から提出の質疑応答等

１０：００～１２：００
１３：００～１４：３０
１４：４５～１６：００
１６：００～１６：３０

１０：００～１２：００
１３：００～１４：３０
１４：４５～１６：００
１６：００～１６：３０

第１日

第２日

▽
上
越

江
口
修
一
（
５
・
２２
）

▽
佐
倉

押
尾
豊
幸
（
５
・
２２
）

▽
岐
阜

山
口
力
也
（
５
・
２２
）

▽
守
口

杉
本
悦
子
（
５
・
２２
）

▽
墨
田

お
お
こ
し
勝
広
（
５
・
２３
）

▽
豊
島

中
島
義
春
（
５
・
２３
）

▽
堺

水
ノ
上
成
彰
（
５
・
２３
）

▽
高
石

古
賀
秀
敏
（
５
・
２３
）

▽
大
田
（
東
京
）

清
波
貞
子
（
５
・
２６
）

▽
北

花
見

隆
（
５
・
２６
）

▽
鴻
巣

野
本
恵
司
（
５
・
２６
）

▽
泉
佐
野

中
藤
大
助
（
５
・
２６
）

▽
小
田
原

横
田
八
郎
（
５
・
２７
）

▽
荒
川

萩
野

勝
（
５
・
２９
）

▽
足
立

小
泉
ひ
ろ
し
（
５
・
３０
）

▽
足
利

荻
原
久
雄
（
５
・
３０
）

▽
大
阪

杉
田
忠
裕
（
５
・
３０
）

▽
豊
中

福
岡
正
輝
（
５
・
３０
）

▽
京
丹
後

足
達
昌
久
（
５
・
３０
）

▽
栗
東

北
川
健
二
（
５
・
３０
）

▽
西
予

中
村
敬
治
（
５
・
３０
）

▽
深
谷

加
藤
利
江
（
６
・
２
）

▽
越
谷

後
藤
孝
江
（
６
・
２
）

▽
ふ
じ
み
野

民
部
佳
代
（
６
・
２
）

▽
備
前

守
井
秀
龍
（
６
・
２
）

▽
吉
野
川

岸
田
秀
樹
（
６
・
２
）

▽
松
山

雲
峰
広
行
（
６
・
２
）

▽
姫
路

細
野
開
廣
（
６
・
３
）

▽
福
井

堀
川
秀
樹
（
６
・
５
）

▽
銚
子

三
浦
眞
清
（
６
・
５
）

▽
吹
田

村
口

始
（
６
・
５
）

▽
佐
野

井
川
克
彦
（
６
・
６
）

▽
熊
谷

三
浦
和
一
（
６
・
６
）

▽
所
沢

浅
野
美
恵
子
（
６
・
６
）

▽
糸
魚
川

大
滝

豊
（
６
・
９
）

▽
敦
賀

山
崎
法
子
（
６
・
９
）

▽
沼
津

加
藤
元
章
（
６
・
９
）

▽
島
田

曽
根
嘉
明
（
６
・
９
）

▽
尾
鷲

�
中
佳
芳
子
（
６
・
９
）

▼
事
務
局
長

▽
八
幡
平

松
浦
淳
二
（
４
・
１
）

▽
海
老
名

二
見
正
樹
（
４
・
１
）

▽
磐
田

門
奈
秀
昭
（
４
・
１
）

▽
吉
野
川

犬
伏

司
（
４
・
１
）

▽
柳
川

高
巣
雄
三
（
４
・
１
）

▽
朝
倉

青
木

茂
（
４
・
１
）

▽
筑
後

舩
橋
義
顕
（
４
・
１
）

▽
八
女

大
石
友
也
（
４
・
１
）

▽
豊
前

松
田
貢
典
（
４
・
１
）

▽
中
間

西
村
拓
生
（
４
・
１
）

▽
春
日

谷
廣
範
之
（
４
・
１
）

▽
大
野
城

白
石
順
三
（
４
・
１
）

▽
古
賀

清
水
郁
雄
（
４
・
１
）

▽
福
津

瀧
口
直
利
（
４
・
１
）

▽
み
や
ま

馬
場
洋
輝
（
４
・
１
）

▽
佐
賀

石
橋

光
（
４
・
１
）

▽
多
久

山
田
智
治
（
４
・
１
）

▽
諫
早

古
賀
良
一
（
４
・
１
）

▽
大
村

朝
長

悟
（
４
・
１
）

▽
平
戸

尾
上
輝
義
（
４
・
１
）

▽
松
浦

橋
本
真
一
（
４
・
１
）

▽
西
海

平
岩
博
司
（
４
・
１
）

▽
八
代

桑
崎
雅
介
（
４
・
１
）

▽
玉
名

吉
川
義
臣
（
４
・
１
）

▽
宇
土

西
村
清
敬
（
４
・
１
）

▽
阿
蘇

石
嵜
寛
二
（
４
・
１
）

▽
中
津

岡
本
貞
利
（
４
・
１
）

▽
佐
伯

田
村

智
（
４
・
１
）

▽
竹
田

後
藤
英
一
（
４
・
１
）

▽
豊
後
大
野

高
山
義
邦
（
４
・
１
）

▽
都
城

瀬
戸
口
耕
一
（
４
・
１
）

▽
延
岡

青
井
雄
二
（
４
・
１
）

▽
日
南

松
田
正
一
（
４
・
１
）

▽
小
林

川
野
隆
志
（
４
・
１
）

▽
え
び
の

下
牟
田
一
仁
（
４
・
１
）

▽
鹿
児
島井

手
之
上
清
治
（
４
・
１
）

▽
鹿
屋

新
小
田
勉
（
４
・
１
）

▽
那
覇

照
屋
清
光
（
４
・
１
）

▽
宜
野
湾

宮
城

治
（
４
・
１
）

▽
浦
添

宮
平
光
雄
（
４
・
１
）

▽
名
護

岸
本
健
伸
（
４
・
１
）

▽
う
る
ま

沢
紙
孝
盛
（
４
・
１
）

▽
宮
古
島

上
地
栄
作
（
４
・
１
）

▽
南
城

山
内

博
（
４
・
１
）

▽
熊
野

東

佳
広
（
５
・
１
）

【
２
面
か
ら
続
く
】

平平成成２２６６年年度度「「CCAASSEE SSTTUUDDYY 行行政政訴訴訟訟実実務務講講習習会会」」のの開開催催

～事例等をもとに徹底解説！ 行政訴訟実務者のための知識と留意点～
（一財）地方自治研究機構では、平成２６年度から新たに「CASE STUDY
行政訴訟実務講習会」を開催します。
この講習会は、行政訴訟における手続きから対応に至るまで、地方公

共団体の担当者として知っておくべき実務上のポイントや、受講者から
事前に受け付けた日頃の訴訟実務の疑問等について、専門の弁護士が具
体的事例も交えながら、わかりやすく解説します。
各地方公共団体の職員の皆様の行政訴訟実務の能力向上に役立つ実践

的な講義内容となっておりますので、当講習会に、是非御参加下さいま
すよう願い申し上げます。
◆日時及び会場
第１回 ７月１５日（火）～７月１６日（水） 千代田区：全国町村会館
第２回 ８月４日（月）～８月５日（火） 神戸市：神戸市産業振興セン

ター
◆講 師：伊東 健次氏（弁護士）
◆プログラム：

◆受 講 料：受講料（教材費込・税込）賛助会員２０，０００円、非賛助会
員３０，０００円

◆申 込 先：（一財）地方自治研究機構まで以下の方法でお申込みく
ださい。
お申込み専用フォーム：https：//krs.bz/gyosei/m/
rilg_koshu
メール：koshu@rilg.or.jp
ＦＡＸ：０３－５１４８－０６６４

◆問合わせ先：一般財団法人 地方自治研究機構 研修部
電話 ０３－５１４８－０６６２ ＦＡＸ ０３－５１４８－０６６４

◆そ の 他：当機構のホームページ http : //www.rilg.or.jp/ をご参
照下さい。

平平成成２２６６年年度度 新新公公益益・・一一般般法法人人制制度度のの概概要要とと会会計計実実務務講講習習会会のの開開催催

～これだけは知っておきたい実務の基礎・留意点～
（一財）地方自治研究機構では、平成２６年度「新公益・一般法人制度

の概要と会計実務講習会」を開催します。
この講習会は、公益・一般法人の担当職員（関係団体の職員等を含

む）、監査委員及び同事務局職員等を対象に、新しくなった公益・一般
法人制度の概要と会計制度について、基礎から運用のポイント・留意点
や、受講者から事前に受け付けた日頃の実務の疑問等について、公認会
計士が具体的事例も交えながら、わかりやすく解説します。
各地方公共団体の公益・一般法人担当職員、監査委員及び同事務局職

員の皆様の実務の能力向上に役立つ実践的な講義内容となっております
ので、当講習会に、是非御参加下さいますようお願い申し上げます。
◆日時及び会場
第１回 ７月３１日（木） 千代田区：全国町村会館
第２回 ８月２５日（月） 京都市：京都テルサ
◆講 師：辺土名 厚氏（公認会計士）
◆プログラム
１０：００～１２：００ 公益・一般法人の相違点

評議員会・理事会等で押さえるべきポイント
公益法人の１８要件の概略と留意点
一般法人の公益目的支出計画の概略と留意点

１３：００～１５：３０ 会計基準
公益・一般法人に求められる決算書と留意点

１５：４５～１６：３０ 受講者から提出の質疑応答等
◆受 講 料：受講料（教材費込・税込）賛助会員１０，０００円、非賛助会

員１５，０００円
◆申 込 先：（一財）地方自治研究機構まで以下の方法でお申込みく

ださい。
お申込み専用フォーム：https : //krs.bz/gyosei/m/
rilg_koshu
メール：koshu@rilg.or.jp
ＦＡＸ：０３－５１４８－０６６４

◆問合わせ先：一般財団法人 地方自治研究機構 研修部
電話 ０３－５１４８－０６６２ ＦＡＸ ０３－５１４８－０６６４

◆そ の 他：当機構のホームページ http : //www.rilg.or.jp/をご参
照下さい。

７月５日現在の都市数
８１３団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４３市
特例市 ４０市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

（３） 平成２６年７月５日 第１９０９号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
は
、

全
国
の
市
議
会
議
員
の
相
互
の
交

流
親
睦
を
深
め
、
相
互
扶
助
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
、
任
意
加

入
の
保
険
と
し
て
、
傷
害
総
合
保

険
の
「
全
国
市
議
会
議
員
団
体
補

償
制
度
」
と
疾
病
や
ケ
ガ
に
よ
る

入
院
・
手
術
を
補
償
す
る「
全
国
市

議
会
議
員
医
療
保
険
制
度
」
の
二

つ
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
来
る
８
月
１
日
か
ら

保
険
期
間
を
更
新
す
る
「
全
国
市

議
会
議
員
団
体
補
償
制
度
」
に
つ

い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

本
制
度
は
、
市
議
会
議
員
の
皆

様
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入

で
き
る
制
度
で
す
。
加
入
に
際

し
、
医
師
の
審
査
は
不
要
で
す

し
、
特
段
の
お
申
し
出
が
な
い
限

り
、
翌
年
度
以
降
も
自
動
更
新
い

た
し
ま
す
。

保
険
期
間
は
毎
年
８
月
１
日
か

ら
の
１
年
間
で
、
中
途
加
入
も
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

平
成
２６
年
８
月
１
日
か
ら
新
た

に
夫
婦
型
を
新
設
い
た
し
ま
し

た
。
議
員
の
方
が
加
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
配
偶
者
の
方
も
補
償
さ

れ
ま
す
。
本
制
度
に
継
続
し
て
加

入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
８
月
１
日

補
償
開
始
時
（
契
約
更
新
時
）
の

み
夫
婦
型
に
変
更
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
議

員
を
退
職
さ
れ
る
方
で
、
保
険
契

約
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
引
き
続
き
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

本
制
度
は
日
常
生
活
に
お
け
る

ケ
ガ
の
補
償
と
賠
償
の
補
償
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ケ
ガ
の
補
償
は
、
日
本
国
内
・

海
外
問
わ
ず
、
通
勤
途
上
、
公
務

中
、
家
庭
内
、
職
場
内
、
旅
行
中

な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
あ
ら

ゆ
る
ケ
ガ
の
補
償
を
い
た
し
ま

す
。
地
震
や
津
波
な
ど
の
天
災
事

故
も
補
償
し
て
お
り
ま
す
。

賠
償
の
補
償
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
配
偶
者
や
同
居
の
親
族
等

も
補
償
し
て
お
り
ま
す
。
日
常
生

活
に
お
い
て
、
本
人
ま
た
は
そ
の

家
族
が
、
他
人
を
ケ
ガ
さ
せ
た

り
、
他
人
の
財
物
を
壊
し
た
り
し

た
こ
と
に
よ
り
、
法
律
上
の
賠
償

責
任
を
負
っ
た
と
き
、
そ
の
損
害

額
を
支
払
う
保
険
で
す
。

保
険
料
は
年
齢
に
関
係
な
く
、

個
人
型
は
月
額
３
７
０
０
円
（
昨

年
度
４
０
０
０
円
）
、
夫
婦
型
は

月
額
６
０
０
０
円
（
新
設
）
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
補
償
金
額
は
死

亡
・
後
遺
障
害
の
場
合
は
、
最
大

で
３
０
０
０
万
円
で
す
。

本
制
度
は
議
員
の
皆
様
の
福
利

厚
生
制
度
で
あ
り
、
一
般
の
保
険

に
加
入
す
る
よ
り
も
有
利
な
保
険

料
・
補
償
範
囲
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。詳

し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
平

成
２６
年
６
月
２５
日
付
に
て
各
市
議

会
事
務
局
に
送
付
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
資
料
請
求
は
無
料
で
す
の

で
、
全
国
市
議
会
議
長
会
・
全
国

市
議
会
議
員
互
助
会
ま
で
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（

Tel
０
３

―
３
２
６
２
―
５
２
３
３
）
。

ご案内

全全
国国
市市
議議
会会
議議
員員

団団
体体
補補
償償
制制
度度
全国市議会
議員互助会

全国市議会議員団体補償制度の概要
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